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木津川市行財政改革推進委員会 開催結果要旨 

会 議 名 第 7回木津川市行財政改革推進委員会 

日 時 
平成21年 5月 22日（金） 

午後 2時 05分から午後4時 17分 
場 所 

市役所 

４－３会議室 

委 員 

出席：■ 

欠席：□ 

■澤井委員（会長）、■新川委員（副会長）、■西委員、 

■竹田委員、■山岡委員、■山口委員、□天野委員、 

■河口委員、■福本委員 

そ の 他 出 席 者 代次総務部長 

出 席 者 

庶 務 中島室長、奥田係長 

傍 聴 者 なし 

 

議 題 

 

１開会 

２会長あいさつ 

３会議記録署名委員の指名 

４議事 

（１）報告 

   ①木津川市行財政改革行動計画（アクションプラン）の進捗状況について

（２）その他 

５閉会 

 

会 議 結 果 要 旨 

 

◇新任の竹田委員から委員就任あいさつを受けた。 

◇会議記録署名委員に「福本委員」を選出した。 

◇木津川市行財政改革行動計画（アクションプラン）の進捗状況について事務局

から報告を受けた。なお、各委員からの意見等は会議経過要旨のとおり。 

◇次回委員会の開催日程等について調整を行い、第８回委員会を「平成２１年１

０月９日（金）午後２時」に開催し、議題については「事業仕分け」とすること

に決定した。また、その時に地域審議会の開催状況の説明を受けることを確認し

た。 

◇会議終了に際し、今会議をもって退任される西委員から謝辞を受けた。 

 
 
 
 

◎委員紹介 

 前川委員の後任として竹田委員が就任され、竹田委員から就任のあいさつがあ
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会 議 経 過 要 旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

った。 

◎事務局等の紹介 

 ４月１日付け人事異動により交替した代次総務部長、奥田行財政改革推進室係

長の紹介があった。 

◎組織機構 

 ４月 1日付けで「清掃センター推進室」及び「まちづくり事業推進室」が新設

されたとの報告があった。 

◎会長あいさつ 

 あいさつの中で、既に雇用対策法が改正されており雇用政策が市町村の権限で

もあることから、今回の緊急経済対策を単なる予算消化に終わらせることなく、

市の大きな施策（特に地域就労支援）として進めていく必要があるのではないか

との提言があった。 

◎会議記録署名員の指名 

 会長から会議記録署名委員に「福本委員」が指名された。 

◎議事 

（１）報告 ①木津川市行財政改革行動計画（アクションプラン）の進捗状況に

ついて 

 木津川市行財政改革行動計画（アクションプラン）の平成２０年度末の取組実

績及び平成２１年度取組方針について、資料１に基づき事務局から報告を受け

た。 

 各委員から発言のあった質問、意見・提案は次のとおり。 

【「◇：質問」・「◆：意見・提案」・「⇒：説明または回答」を表す。】 

◇市内ＮＰＯ１４団体はどのような分野の法人か教えていただきたい。また、Ｎ

ＰＯ団体に対して市から補助金等を出しているのか。 

⇒平成２１年４月１日現在の市内ＮＰＯ法人１４団体は、旧木津町地域で７団

体、旧加茂町地域で５団体、旧山城町地域で２団体の登録がある。旧木津町地域

では、社会教育活動他の登録をされ夏の学校やフォーラムを開催されている団

体、高齢者・障害者の生活相談をされている保健・医療・福祉他分野の団体、高

齢者・障害者の移送をされている保健・医療・福祉分野の団体、社会教育他の登
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録でパソコン講習をされている団体、医療・福祉や文化芸術など多岐に亘る分野

で薬膳の食の研究をされている団体、福祉などの分野で登録し共同作業所を実践

されている団体、子ども育成といった分野他で子育て支援サポートを実践されて

いる団体。旧加茂町地域では、国際協力・子どもの育成の登録でフリースクール

を実践されている団体、保健・医療・福祉から職業訓練・雇用促進他の登録で以

前はコミバスの運行などもされていた団体、まちづくりや学術・文化・芸術他の

登録で、史跡案内を実践されている団体、保健・医療・福祉他の登録で通所・在

宅介護の団体、まちづくりや環境保全他の登録で人権、平和、雇用促進をされて

いる新設団体、旧山城町地域では、ごみの不法投棄を監視されている環境保全な

どの登録団体、人権啓発を実践されている団体がある。 

 これらは、京都府のＮＰＯ協働ポータルサイトに掲載されているが、市のホー

ムページにはない。平成２１年度には京都府等の他の検索システムとの補完性を

研究することを取組方針としている。 

 次に、市独自のＮＰＯ団体への補助については金銭面での支援はないが、京都

府の地域力再生プロジェクト支援事業の案内をさせていただき、相談に応じると

ともに申請書を預かっている。 

◇ごみゼロ運動の推進におけるアクションプランの項目や総合計画での市の取

り組みは４Ｒ活動になっているが、国の方針では３Ｒである。４Ｒの最後のＲと

いうのは、グリーン商品の購入ということだが、市民がグリーン購入するには、

品数が少なく、購入しにくい。意味がないことから国も３Ｒ運動を進めていると

思う。合併後２年が経つ中、旧町が実践していたことを継続するのでなく、白紙

に戻して検討するべきではないか。 

⇒合併する前に旧木津町のリサイクル研修ステーションで４Ｒ運動を実践して

いた。資源循環型ということで、国より１つ多いＲでいこうということで、旧木

津町の計画を木津川市の計画に置き直して進めている。ご意見として伺い、担当

部署に伝えるが、木津川市としては現在も４Ｒで進めている。 

◆環境省と違って、市がむしろ進んでいるのではないか。 

◇イベントの整理統合と民営化において、３地域の商工会に一律補助金を出され

ているが、まつりの内容が地域によって異なることから一律というのは、商工会
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としてもやりにくいのではないか。商工会が１つに統合されれば、木津川市とし

ての１つのイベントなんかを考えられるのではないか。 

⇒現在、商工会に対しては一律１００万円の補助だが、イベント全体について本

年度に見直していこうということになっている。その中で、木津川市としてのイ

ベントのあり方を考えることになっており、現時点で問題点や課題を検討する。

◆熊本市周辺部の合併では商工会の動きによって地域がなくなり衰退した例が

ある。 

◆先般２０日に商工会の総会があり、１８年程続いている夏の花火大会が、市の

助成金約３５０万円カットにより中止せざるを得ないとの提案があった。商業の

方を中心として「なんで中止やねん」と、相当厳しい反対意見が出されていた。

それを止めると十何年間の努力が無駄になってしまい、地域の活性化がなくな

り、衰退していくのではないかという強硬な意見であった。説得するためのプロ

セスがとんでしまい、財源が優先している。住民の意識を無視するのではなく、

違う何かを提案するようなことも必要ではないか。 

◇地域により、まつりの種類が違うことから一律のお金では開催出来ない。商工

会も何れ一本化すると思うが、どのような方向に進んでいるのか聞きたい。市全

体としてまつりを考えることも大事である。何を木津川市としてのメインにする

のか。各地域で実施すると予算の分散になって、結局何も出来ないことになる。

商工会もいつまでも３つでは良くないと思っている。 

⇒商工会を一本化したいということで合併前から協議を進めてきたが、それぞれ

の歴史があり、１つになることが出来ていない。木津川市となったことにより何

とか一つになって、補助金をより有効・効果的に使うにはどのようにすればよい

のかということで、庁内でも協議し、商工会にも投げかけたが、平成１９年度と

平成２０年度は同じ形での事業実施となった。本年度については、補助金を使っ

て知恵を出して実施して下さる核となる団体（観光協会等）を作ろうということ

で、七夕祭りと夏祭りを一度休止をさせていただいた。お金が惜しいから中止し

たのではなく、行革も含めた全体の中で、木津川市としてどうあるべきかを構築

するためである。どこまで実際進んでいるのかということについては、まだ入口

の部分で、核心部分には入っていない。秋には核となる団体を作り、平成２２年
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度には平城遷都１３００年記念事業や国民文化祭も含めた活動が出来るように

したい。 

◇行政地域制度が今年４月から施行されているが、組織が大雑把過ぎて各地域の

末端まで情報も流れにくく、住民サービスが衰退してくるのではないか。また、

広報配布手数料がどのような形で支給されるのか見えていない。行政指導は何処

まで行われているのか疑問な点がある。 

⇒広報配布手当は１世帯あたり年間４００円である。地域と市が広報配布の契約

を結び、広報配布者に手数料を支払うことになる。また、地域への事業補助とし

て、旧の１町で実施していた事業を市全域に拡大した。金額は、近隣市等の状況

を参考に、現在世帯あたり７００円のものを３年間後には５００円にする。 

◇Ｃランクに評価されたところを今後どのように見直されるのか。特に着手も出

来ていないところがあり、担当課の積極的な取り組みが重要になるが、行革担当

部署としてどのように対処していくのか。 

⇒５月７日に庁内の行革推進本部会議を開催し、この内容を報告した。その中で

も、未実施で計画を後年度に送る行為が簡単に許されるようでは問題であるとの

指摘があった。行革室でしっかりと進捗管理をせよと指示されており、定期的な

進捗管理に努めたいと考えている。 

◇自主防災組織の育成支援とあるが、加茂町にある自警団のことか。 

⇒自警団ではなく、地域力を高めるために、消防団以外の地域組織を立ち上げて

いるもの。市の助成制度として、規約等がある自主防災組織を対象として、均等

割１万円、世帯割１００円/世帯といったものを設けており、申請団体には助成

している。 

◇給与の適正化の中の時間外勤務の平成２１年度の取組方針で、前年度比２千万

円を削減するという数値目標を掲げているが、この金額が適正なのかどうか、総

額いくらかかって、何％の削減になっているのか。金額ベースで記載されている

が、金額ベースプラス時間管理なので、時間定数もお願いしたい。また、単年度

だけの取り組みになることなく、長いスパンでシミュレーションできるよう考え

ていただきたい。 

⇒平成２１年度の取組方針は、前年度比の目標数字を計上している。中長期での
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計画策定の必要性も認識しており、そのことから、平成２１年度の時間外手当は

予算を各所属に枠配分し、各所属長が個人に対して割り当てるという形を進め

た。管理職が所属全体を管理していこうという試みを実施している。この枠配分

の実績を踏まえることにより、中長期の計画策定に反映し、時間管理が出来ると

考える。ご意見は、担当の部局に伝える。 

◇契約を担当している部署はどこか。 

⇒建設部で入札・契約を行っている。基準を策定し、一般競争入札等を実施して

いる。 

◇総合評価システムを試行されているが、どのような評価項目があるのか。社会

的評価や障害者雇用といった項目があるのか。地元業者の参加はあったのか。 

⇒安全管理等の関係で技術提案を求めたと聞いているが、詳細は承知していな

い。今回の入札は１億円以上の工事を対象とし、入札には３業者が参加した。そ

の内１社は、市内と市外の２業者組合せの特定建設工事共同企業体での参加であ

った。 

◆ある団体が庁舎清掃業務で募集した例では、１７業者の応募があり、市内業者

が全て落ちた。２～３年かけた市内業者の研修が必要。その点を含めて考えてい

かないといけない。 

◇参与の任期は３年で、今年度一杯だが、支所機能をどのように考えていくのか。

本庁が近くにあればよいが、駆け込みで色々と対応してもらえるという意味で

は、支所がなくなることは、非常に不安である。 

⇒来年の４月に機構改革があり、その中で、支所の位置付けをはっきりさせてい

きたいというのが今の考え方である。 

◆行政の部門としての支所に意味があるのかどうか。全体の合理化・効率化とそ

れぞれの地域に密着した行政ができるかどうかといった問題。支所が市民の役に

立つにはどのような形が良いのかといった視点で考えないと、従来のような、昔

の役場がなくなるといった発想では通用しない。しっかり見極めなければいけな

い。 

◆地域自治組織に市民自身が参加し行動出来るかどうか。また、町おこしのよう

に行政組織が行動出来るかどうか。 
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⇒旧加茂町地域と旧山城町地域にはそれぞれ地域審議会があり、５年間設置す

る。そこでも色んな議論があり、その議論を踏まえた中で、木津川市としてどう

あるべきなのかということ考えていかなければならない。 

◆統合してしまえという意見と、地域の強化を図れという意見の２つの議論にな

る。両方をうまく生かす方法が必要。 

⇒主軸としては、住民の皆さんにこの地域に住んで良かった、住み続けたいと思

われることだと考えており、この軸だけはぶらさずに検討している。 

 

（２）その他  

 次回委員会は平成２１年１０月９日（金）午後２時から開催し、内容は「事業

仕分け」に取り組むことに決定した。 

 また、地域審議会の開催状況について、議事録を基に説明を受けることとした

 

 今委員会をもって退任される西委員から「有難うございました。」との謝辞を

受けた。 

 

 

 
その他特記事項 
 

特になし 

 


